
富⼭⼤学 数理・データサイエンス・AI教育シンポジウム 2024

富⼭⼤学都市デザイン学部では5⽉15⽇(⽔)10:00〜12:00でシンポジウム「PBL教育での
データサイエンス活⽤の現状と課題」を開催します。

⼈⼝減少と少⼦⾼齢化が進む中、国はデジタル⽥園国家都市構想を提唱し、地域の個性を
活かしながら社会課題の解決と魅⼒の向上を図るとしています。現在、データサイエンス
や課題解決型学習（PBL：Project Based Learning）は、各⼤学で取り組むべき重要課題
になっていますが、その取り組み⽅にも各⼤学の特⾊があります。また、⽂部科学省が認
定する数理・データサイエンス・AI教育プログラムの応⽤基礎レベルでは、社会での実例
（実課題および実データ）を題材とした演習や課題解決型学習を組み⼊れた実践的スキル
の習得が推奨されています。

そこで、本シンポジウムでは、富⼭県内の3⼤学における教育活動において、社
会での実例を題材にデータサイエンスをどのように活⽤しているのか、そし
て今後の教育活動におけるデータサイエンスやPBLの活⽤⽅針について事例
紹介と情報交換を⾏います。



データサイエンス・AI教育とPBLの親和性
ー研究室での現状と課題ー

タイトル：PBL教育でのデータサイエンス活⽤の現状と課題
開催⽇時：2024年5⽉15⽇（⽔） 10:00-12:00
開催⽅法：オンライン（Teams利⽤）

発表② 開始 10:35 終了 11:00 （発表20分 質疑5分）

富⼭県⽴⼤学 奥原浩之
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はじめに：お話しする内容
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富⼭県⽴⼤学におけるデータサイエンスに関する動向
・学部・学科の新設
・教養科⽬ 「データサイエンスリテラシー」（必修）の開講
・数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定への申請
・富⼭県の⾼等教育機関における動向

データサイエンス・AI教育とPBLの親和性
・問題解決型学習（Project Based Learning：PBL）の内容
・富⼭県⽴⼤学における社会での実例を題材にした教育
・PBL教育でのデータサイエンス活⽤（情報⼯学部限定）の可能性

研究室での現状の紹介

PBL教育でのデータサイエンス活⽤の課題

出典リスト
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学部・学科の新設

出典[１]

令和５年度時点での
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学部・学科の新設

出典[2]
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教養科⽬ 「データサイエンスリテラシー」（必修）の開講

出典[3]
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教養科⽬ 「データサイエンスリテラシー」（必修）の開講

出典[4]

教養科⽬において必修

全学，共通の動画を
準備して活⽤

各学科に応じて
内容を⼯夫
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定への申請

情報⼯学部のみ

出典[5]

PBLに関する記述



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定への申請

修了要件には、このスライドに記載の
必修科⽬のほか、選択必修科⽬がある。

修了要件の科⽬のほかに、受講を推奨する科
⽬として選択科⽬も設定されている。

（注）卒業要件上での必修、
修了要件上での必修とは別

「実践デザイン思考」はデータサイエン
ス学科と情報システム⼯学科の修了要件
の必修科⽬だが、「問題解決のプロセス
理解」を⽬指すもの。

出典[5]
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知能ロボット⼯学科では「デザイン思考」は
卒業要件上で必修
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富⼭県の⾼等教育機関における動向
令和３年度認定機関

リテラシーレベル
富⼭⼤学
富⼭⾼等専⾨学校

令和４年度認定機関
リテラシーレベル

富⼭国際⼤学
リテラシーレベルプラス

富⼭⾼等専⾨学校
応⽤基礎レベル

富⼭⼤学 ⼯学部
富⼭国際⼤学 現代社会学部
富⼭⾼等専⾨学校 電⼦情報⼯学科

令和５年度認定機関
リテラシーレベルプラス

富⼭⼤学
応⽤基礎レベル

富⼭⼤学 都市デザイン学部
富⼭⾼等専⾨学校

富⼭県⽴⼤学は今後に認定の申請を予定
・特段これまでPBL教育においてデータサイエンスの活⽤は配慮はされていない

⾼等教育機関の設置状況

⼤学 富⼭⼤学
富⼭県⽴⼤学
⾼岡法科⼤学
富⼭国際⼤学
桐朋学園⼤学院⼤学

短期⼤学 富⼭短期⼤学
富⼭福祉短期⼤学

⾼等専⾨学校 富⼭⾼等専⾨学校



問題解決型学習（Problem Based Learning：PBL）の内容
シンポジウムのタイトル：PBL教育でのデータサイエンス活⽤の現状と課題

問題解決型学習
（Project Based Learning：PBL）

科⽬進⾏型学習
（Subject Based Learning：SBL）

アクティブラーニング：
「正解・解答のある課題に取り組み知識・技能を得ること」ではなく、「正解のない議論（課題）を
通して問題解決へのアプローチ⽅法を⾝につけること」

PBL：
アクティブラーニングの中でプロジェクトを設定し、多⼈数が協⼒し合って⼀つのゴールを達成。
進⾏状況によってゴール設定を変える場合もある。

対話的な学び
主体的な学び
深い学び
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出典[6]



・チュートリアル型 → 例：社会での実例（実課題および実データ）を題材とした演習、デザイン思考の講義など
チュートリアル型では、グループを作り問題の解決に向けて活動し、グループワークやディスカッショ
ンを⽤いながら協働的に学びを進める。グループにいるチューターの助⾔を参考に、それぞれが問題を
解決していく⼿法を学ぶ。
・実践体験型 → 例：インターンシップ、共同研究を通じた学⽣の研究テーマの題材など
実践体験型では、グループだけではなく、実際に社会と連携して問題の解決に向けて活動する。実践の
場が必要となるため、⺠間企業や⾃治体との連携が必要になる。取り組むテーマを設定し、その課題を
現実に即した形で解決していく⼿法を学ぶ。
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STEP1：課題の設定
STEP2：情報収集
STEP3：グループ内での討論
STEP4：⾃主学習
STEP5：新たな知識をグループ内で共有・整理
STEP6：まとめ・発表

PBL教育の種類

PBL教育のプロセス

問題解決型学習（Problem Based Learning：PBL）の内容

デザイン思考のプロセス（問題解決のプロセス理解）
世の中の問題に対して、顧客・ユーザーのニー
ズやインサイトを考えて、チームで解決やイノ
ベーションを⽬指す思考法
STEP1：観察、共感
STEP2：課題定義
STEP3：アイデア創出
STEP4：プロトタイプ
STEP5：テスト・評価



社会での実例を題材にした教育（地域協働授業）

サービス・イベントのデザインや
コンテンツ作成、システム・アプリ開発

・担当教員の裁量
・データサイエンス

活⽤は必須でない出典[7] 12/19
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公立大学法人 富山県立大学 地域協働支援室 〒939-0398 富山県射水市黒河5180
TEL:0766-56-7500(内線 1255) FAX：0766-56-8022
MAIL:kyodo@pu-toyama.ac.jp URL：https://tpu-cbl.net

〇お問い合わせ

１日目
2024年１月２５日（木）13:10～14:40

２日目
2024年１月２６日（金）14:50～16:20

〇開催日時

〇開催場所

〇ポスター展示期間

富山県立大学
射水キャンパス中央棟 大講義室

１月２５日（木）～２月９日（金）

〇ポスター展示場所

中央棟 １階 アカデミックモール

１日目 １月２５日（木）１３：１０～１４：４０

２日目 １月２６日（金）１４：５０～１６：２０

タイトル 発表者 担当教員

古写真カラー化⏿「まちの記憶」を鮮明に 教養ゼミⅡ 教養教育センター
小林一也 教授

クリスマスマーケット in TOYAMAを開催し⏾ 教養ゼミⅡ 教養教育センター
金城朱美 准教授

言語学習支援ボランティア（特製英語トランプの作成および
児童英語教室の実施）␀地域の魅力向上等を通じた国際交流 教養ゼミⅡ 教養教育センター

山﨑大介 准教授

「勉強×ゲーム」⏿主体性を育む ＊ 教養ゼミⅡ 教養教育センター
清水義彦 准教授

射水市の小学校を対象␀したドローン
プログラミング体験教室の拡充 専門ゼミ 知能ロボット工学科

岩井学 教授

小矢部市の山間部における大気環境観測2023 専門ゼミ 環境・社会基盤工学科
渡辺幸一 教授

␀やま⏿SDGs：なん␀SDGsパートナーから学び、伝える
（その2） 専門ゼミ 環境・社会基盤工学科

中村秀規 准教授

␀やま⏿SDGsを考える：子育⏾␀生態系の視点から 卒業研究 環境・社会基盤工学科
中村秀規 准教授

DX動物園 ＊ 中田西原
画像処理研究室

情報システム工学科
中田崇行 教授
西原功 講師

氷見市大浦大池の改修事業␀
生物多様性の保全の両立を図るために 鈴木浩司 准教授（教養教育センター）

COCOSの活動紹介 地域協働研究会COCOS

タイトル 発表者 担当教員

ペットのための持続可能なエンディング事業の提案 トピックゼミⅡ 知能ロボット工学科
岩井学 教授

富山県の水の文化に⏼い⏾‐黒部市を中心に ＊ トピックゼミⅡ 教養教育センター
金城朱美 准教授

ガラス風鈴⏽くりにおける機械工学を
活用した設計支援の可能性の検討 寺島研究室 機械システム工学科

寺島修 准教授

氷見市大浦大池の改修事業␀
生物多様性の保全の両立を図るために 鈴木浩司 准教授（教養教育センター）

POLYGONによる地域協働活動の報告 学生団体POLYGON

COCOSの活動紹介 地域協働研究会COCOS

＊：仮題

タイトル 発表者 担当教員

富山市中心市街地の活性化に⏼い⏾――西町の歴史␀
魅力を発信する:Instagram“リール”を用いた情報発信 トピックゼミⅡ 教養教育センター

濱貴子 准教授

視覚障害者の情報活用能力育成を
意識した科学体験教室の実施␀評価 ＊ 専門ゼミ 知能ロボット工学科

本吉達郎 准教授

ポスター展示ÿみ

ポスター展示 1月２５日（木）～２月９日（金）

ポスター展示期間に合わせてポスターを掲載している特設Webページを公開します。右ÿ
QRコードからアクセスすることが可能です。画像やデータ等ÿ扱い方にĀご留意ください。

出典[8]



社会での実例を題材にした教育（共同研究、学⽣団体）

出典[9]

出典[10]

共同研究を通じた
学⽣の研究テーマの題材

・社会での実例を題材
・担当教員に依拠

出典[11]
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PBL教育でのデータサイエンス活⽤は教員に依拠するものの親和性は⾼い

➡⼤⼈数の学⽣に実施するなら教員の負荷を減じる⼯夫が必要になる

学⽣団体
・正規講義以外での教育活動
・システム・アプリ開発
・データサイエンス活⽤は

学⽣の裁量

出典[12]



PBL教育でのデータサイエンス活⽤（情報⼯学部限定）の可能性
地域恊働授業でのデータサイエンス活⽤
・担当教員の専⾨分野はデータサイエンスとは限らない
・実課題であってもデータを取り扱うとは限らない
共同研究を通じた学⽣の研究テーマでのデータサイエンス活⽤
・⼤⼈数の学⽣に対して実施は困難（守秘を伴う場合もある）

もし富⼭県⽴⼤学情報⼯学部のPBL教育でデータサイエンスを活⽤するなら

学⽣団体の活動でのデータサイエンス活⽤
・参加は学⽣の任意である
・数理・データサイエンス・AI教育プログラム応⽤基礎と関連付けは困難

数理・データサイエンス・AI教育プログラム応⽤基礎レベルのため、共通利⽤できるPBL教育でのデータサ
イエンス活⽤のプラットフォームを構築（既存・新規に関わらず）も有⽤かもしれない。

プラットフォーム上に実課題に関連した実データやデータサイエンス活⽤の⼀般的・標準的内容など配置し
て、各⼤学・学部がニーズに応じて選択し活⽤できる仕組みで負担の軽減、省⼒化。

各⼤学・学部は、地域の実情に応じた細かな差異に焦点を合わせ多様化・専⾨化ができる仕組み

（案）

チュートリアル型で社会の実課題に関連した実データを⽤いて、アクティブラーニングでの実施
が望ましいと個⼈的には思われる
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研究室での現状の紹介（学⽣の負荷の観点から）
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STEP1：課題の設定

STEP2：情報収集

PBL教育でデータサイエンス活⽤をグループごとの
課題で実施するには雛形に沿い各内容を軽くするな
ど⼯夫をしないと実施は困難と思われる

STEP3：グループ内での討論

STEP6：まとめ・発表

涵養される能⼒例
キュレーションスキル
プログラミングスキル
課題発⾒・問題解決能⼒

STEP5：新たな知識を
グループ内で共有・整理

STEP4：⾃主学習



研究室での現状の紹介（？側の評価の観点から：DS→？、？→DS ）

16/19異なる複数の専⾨分野の知識・理解が必要

データサイエンス活⽤で得られた結果の評価は
その分野の専⾨家でないと困難な場合もある

出典[13]

出典[14]

チュートリアル読んで
サンプルプログラム実⾏して
アレンジして活⽤し
理論を理解する

課題解決・改善への対応



研究室での現状の紹介（教員の負荷の観点から：評価基準の明確化）

課題解決に資する適切な指標（統計量）
を考える（既存↔独⾃）

何か結果（値）は得られる

結果だけでなく、取り組みの
内容も考慮して評価が必要

結果の妥当性の検証に時間が
かかる、あるいは困難な場合
信頼性が不明

オペレーションズ・リサーチの
DEAにおける効率性尺度
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可視化のみ 基本統計量の算出 既知の指標の活⽤ 新規の指標の創出



PBL教育でのデータサイエンス活⽤の課題
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データサイエンスや機械学習関連のオープンソース
（ TensorFlow, PyTorch, Keras、Rなど）
チュートリアルや事例を読んで（やった気になる）
サンプルプログラム実⾏して（できた気になる）
アレンジして活⽤し（わかった気になる）
理論を理解する（のが本来、望ましいはず）

PBL教育を⼤⼈数の学⽣に実施の場合、多くの教員の配置が必要となる可能性

どの程度のことを知っている・できる学⽣をどの程度まで教育すれば良いのか

もし、 PBLでデータサイエンス活⽤するのが、
確率・統計、機械学習、ORなどデータサイエン
ス周辺知識と、C⾔語やPythonなどでのプログ
ラミングスキルを備えた学⽣であることが前提
ではないのであるなら、

学科・学年に応じて適切な活⽤が可能では。

学科、学年などによってデータサイエンス活⽤のニーズは異なる。

PBL教育でのデータサイエンス活⽤に対する学⽣の成績評価を考えると、評価基準等が不明確では学⽣への
履修指導、学習⽀援、学習成果の効果的な達成、単位の通⽤性の⾯で⽀障が⽣じる可能性

何か結果（値）は得られる 結果だけでなく、取り組みの
内容も考慮して評価が必要

妥当性の検証に時間がかかる、
あるいは困難な場合もある

PBL教育でのデータサイエンス活⽤のためのプラットフォームにより標準化して省⼒化もされては
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出典[1] https://www.pu-toyama.ac.jp/information_engineering-2/
出典[2] https://www.pu-toyama.ac.jp/tpu/wp-content/uploads/2018/11

/eeaba619d9a214933dd581bb4db75ed5.pdf
出典[3] https://www.d-pam.com/pu-toyama/2311401/index.html?tm=1#target/page_no=29
出典[4] https://tpuwswebsv.pu-toyama.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusSansho/UI

/WSL_SyllabusSansho.aspx?P1=1011711&P2=2024&P3=20240404
出典[5] https://www.pu-toyama.ac.jp/information_engineering/program/
出典[6] https://www.npo-jita.org/eng/ala/index.html
出典[7] https://www.pu-toyama.ac.jp/regional_alliances/tpu_coc/
出典[8] https://tpu-cbl.net/uploads/16/ea/16ea2db8064e6dc13e0f556e1e21e5c1.pdf
出典[9] https://www.pu-toyama.ac.jp/tpu/wp-content/uploads/2018/11/No132.pdf
出典[10] https://www.ieice.org/publications/ken/summary.php?contribution_id=117892&society_cd

=ESSNLS&ken_id=NLP&year=2022&presen_date=2022-03-28&schedule_id=7227&lang=jp&expandable=0
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